
巡視、点検、測定等の基準
運用要領第15条に規定する巡視、点検及び測定の基準は、下記に示すとおりとする。
1　日常巡視点検
日常の業務を通じて、主として運転中の電気工作物について目視等により巡視点検を行い、電気工作物の異常の有無を確認する。
また、異常を発見した場合は、臨時点検等を行い、必要な措置を講じる。
上記業務を実施する場合は、施設の規模、内容及び電気工作物の種類、形式等に応じて、点検時の安全確保に配慮した点検内容及び巡視経路を定め、一定の周期で巡回点検を行う。
点検等の項目は概ね次のとおりとするが、施設によっては定期点検で実施する場合もある。
(1) 異音、異臭、異常振動、過熱、焼損、損傷、き裂等の有無
(2) じんあい、漏油、漏水、湿気、汚損、異物の付着等の有無
(3) 小動物類の侵入、隙間の有無
(4) 表示灯類及び指示計器類の確認
(5) 負荷の使用状況の把握
(6) 蓄電池液、潤滑油等の消耗性物品の状況確認
(7) 他の工作物、樹木、造営物等との離隔距離の確認
(8) その他保安上必要な事項
2　定期点検
日常の巡視点検で実施し難い電気工作物の重要な箇所について、できるだけ電気工作物の運転を停止し、又は測定機器の使用等により点検、試験、測定等を実施することにより、電気工作物の異常の有無を確認し、以後の使用に耐えられるよう調整、手入れ又は必要に応じ分解等の措置を講じる。なお、停電点検の場合は、電気設備の清掃を行う。
上記業務を実施する場合は、施設の規模、内容及び電気工作物の種類、形式等に応じて、点検時の安全確保に配慮した点検内容を定め、一定の周期で点検を行う。
点検、試験及び測定等の項目は、概ね次のとおりとする。
(1) 電気工作物の調整、手入れ、清掃及び取付状況の確認
(2) 接続部分のゆるみ、焼損等の有無
(3) 配線状態の確認
(4) 電気工作物の錆、腐蝕、損傷、き裂、汚損、摩耗等の有無
(5) 他の工作物、樹木、造営物等との離隔距離の確認
(6) 機器操作部等の摩耗状況の確認
(7) 電気工作物の試験、測定
ア　接地抵抗測定
イ　絶縁抵抗測定
ウ　絶縁油試験
エ　その他必要な試験、測定
(8) 各機器、継電器の動作及びシーケンス試験
(9) その他保安上必要な事項
3　精密点検
電気工作物の運転を停止し、電気機器の分解、清掃、手入れ等を行い、綿密に内部点検及び試験測定等を実施することにより、以後長期間の使用に充分耐えられるよう調整並びに部品取替等の措置を講じる。
上記業務を実施する場合は、施設の規模、内容及び電気工作物の種類、形式等により、必要に応じ点検周期を定めて実施する。
点検、試験及び測定等の項目は、概ね次のとおりとする。
(1) 機器、装置等の分解による点検及び清掃、並びに損傷、摩耗など異常箇所の修理及び部品取替
(2) 電気工作物等の絶縁強度、耐用度、性能、機能等の点検確認並びに必要な試験、測定及び校正
(3) その他保安上必要な事項
4　臨時点検
異常を発見した場合若しくは電気事故、故障等が発生した場合は、定期点検又は精密点検に準じて実施し、電気工作物の損傷、異常又は被害の程度及び状態を調査すると共に、必要な措置を行う。
5　点検、測定並びに試験の周期
原則として下表によるが、施設の用途及び管理形態並びに受変電設備の方式、規模及び経年劣化の程度等を考慮し、周期を変更して実施することが出来る。
	
	点検
	試験測定

	受電・変電・配電設備
	日常巡視点検
1月1回以上実施する。
定期点検
1年1回以上実施する。
ただし、点検は電気専門技術者が行い、停電点検時は、必ず機器等の清掃を行うこと。
精密点検
3～5年に1回実施する。
臨時点検
必要に応じて実施する。
	接地抵抗測定　1年に1回実施
絶縁抵抗測定　1年に1回実施
保護継電器試験　1年に1回実施
制御装置動作試験　1年に1回実施
絶縁油特性試験　3年に1回実施
絶縁耐力試験　必要に応じて実施
計器類の較正　必要に応じて実施
その他必要事項　必要に応じて実施


	蓄電池設備
	
	比重又は内部抵抗、液温、電圧の測定
蓄電池の種類に応じて実施する。
各種測定、試験
蓄電池に応じて実施する。
その他必要事項
必要に応じて実施する。

	負荷設備
	
	受電、変電、配電設備の各項目と同一の基準で実施する。
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